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中期選抜で進路実現！
前期選抜を受検して「問題が簡単だった！」とか「難しかった！」という感想を聞くことが

あります。公立受検は相対評価で合否が決まるので、「簡単」であれば受検生の多くが「簡単
だ」と感じ、「難しい」のであれば、受検生の多くが苦しむものです。
したがって、簡単だから「合格しやすい」、難しいから「合格しにくい」と考えるのは間違

いです。
とはいえ、前期選抜で苦戦した人は中期選抜に対しても不安を持つと思います。

前期選抜では学力検査問題が志願した学科によって違う場合があることは知っていると思い
ます。普通科は、共通問題（どの高校も同じ問題）ですが、専門学科の中には各校で作成した

独自問題を使う高校があります。
しかし、中期選抜は全て「共通問題」です。

さて、右ページの上にあるのは、数年前の公立高校入学者選抜の英語（どちらも共通問題で

す）の解答です。毎年この傾向は変わっていません。
左が前期選抜、右が中期選抜のものです。
前期選抜では質問に対して文章で答える問題が多いのに対し、中期選抜では記号で答える問

題が多く、英語を記入する問題が全て「単語」です。
つまり、中期選抜では「用意された答えの中から正解を選ぶ」「空欄に入る適切な言葉を考

える」問題が多いという傾向がうかがえます。
なぜ、出題傾向が違うのかわかりますか？

前期選抜では、一つの高校の一つの学科しか志願できません。だから、合否の判定は、それ
ぞれの高校のみで行うことができます。しかし、中期選抜では第１志望第２順位や第２志望で

の合否も判定します。だから、全ての高校が同じ採点基準（この解答は○で、この解答は×に
しようという申し合わせ）で採点する必要があります。もし、採点する高校によって○×の基

準が変われば、不公平ですから、絶対に同じ規準で採点しなくてはいけません。
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このため、基準を統一出来るように、記号や単語で解答させる問題が多くなります。

「よし！中期の問題は簡単そうだ！」と喜んではいけません。先に書いたように、あなたにと
って簡単な問題は、あなた以外の受検生にとっても簡単なのです。
でも、受検会場で「うーん・・・わからない・・・」と悲しい思いをする可能性は低いので、

少し気が楽になったかも知れませんね。

さて、比較的簡単な問題に取り組む時に大切なのは「ミスをしない」ことです。多くの人が
高得点を取る中で合格圏に入るためには、分かる問題はもれなく正解する必要があります。問

題の読み間違いや、読み忘れは大変大きなダメージになります。

中期選抜まであとわずか、受検する人にとっては「最後の受検」。（最後になることを願っ

ています。）自分の第１希望を実現するために最後の追い込みをかけましょう。

私立専願で合格した人、前期選抜で合格した人は、「受験終了」です。
しかし、クラスには中期選抜受検に向けて一生懸命努力している人たちがいます。
高校生への切符を手に入れたあなたであれば、自分にできること、すべきことが分かってい

ると思います。毎日元気よく学校に通って、３年間の集大成にふさわしい集中力のあふれた授
業をクラスみんなの手でつくっていきましょう！


